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日本港湾経済学会会長 北 見 俊 郎

日本港湾経済学会は本年をもって第27回全国大会を三たび北海道にて開催

され，乙の 「年報Jも第26号をむかえる乙とができま した乙とを心から感謝

いたします。今回の共通論題は「港湾とヒンターランド」という港湾経済の

基本的な課題でもあります。 ζの「年報Jはその共通論題と共に各位の自由

論題， 書評，学会記事等を併せて編集されましたが， 27年に亘るそうした活

動が， 学会の目的を達成すると共に，港湾研究の学的形成に貢献しうるもの

と信じてやみません。

本年度大会の開催に当っては，北海道部会の方々をはじめ，各地の関係者

各位の御尽力と，乙の「年報Jが刊行されるかげには学会員御一同による物

心両面の御協力があり，さらに事務局各位，文化印刷附等々の多くの誠意の

おかげ．と厚く御礼を申し上げます。

乙の 「年報Jの編集後記にも述べられてますように，近年における学会の

もつ国際性，研究発表希望者の増大等に対応し， 「新しい酒は，新しい革袋

に」すべく学会や「年報」等も本格的lζ再検討し，より公平にして自由な，

聞かれた研究・討論の場に致したいと念じてます。何とぞ皆様の御指導と御

協力によって，乙の学会の使命が達成され，より充実した「年報」となりま

すよう祈ります。 （昭和63年・夏）
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